
ルクセンブルク経済・金融情勢（２０１７年１１月） 

 

１ 統計関連 

● ２０１７年１１月のインフレ率は年率で１．５４％（前月１．９０％）。（１２月６日

付統計局プレスリリース） 

● ルクセンブルクにおける本年のインフレ率は１．７％，そして翌年は１．４％の見込

みであると当国統計局は公開した。なお，ユーロを使用している国のインフレ率は平均１．

５％である。（１１月８日付Wort紙電子版） 

● ２０１７年１０月の失業率は５．８％（前月５．９％，前年同月６．３％）。（１１月 

日付統計局及び職業安定所プレスリリース） 

● ２０１７年１１月の消費者信頼感指数は＋１９（前月＋１７）。（１２月４日付統計局

プレスリリース） 

● ２０１７年１０月の求職者数は前年同月比で６％下がった。（１１月２０日付Wort紙） 

● ルクセンブルクの携帯通信規格４Ｇネットワークが，世界で６番目に早いと

OpenSignal社によって明らかにされた。また，４Ｇへのアクセスに関しては国面積の７９．

５５％にて可能であり，これは世界で２２番目である。（１１月２日付Wort紙電子版） 

● ルクセンブルクの経済成長は２０１７年に３．４％増，２０１８年に３．５％増，２

０１９年に３．３％増になると見込まれており，ユーロ圏の平均である，２．２％増，２．

１％増，１．９％増を上回ると予測されている。（１１月９日付Wort紙電子版） 

● Brexitにあたって，ルクセンブルクは欧州で９番目に魅力的な都市として，PwCと the 

Urban Land Institute によって格付けされた。しかし同時に，ルクセンブルクは生活にか

かるコストが高く，住宅や学校をはじめとしたインフラの不足が目立っていると同社は指

摘した。また，２０１８年に賃貸不動産の価格が上昇すると予測される欧州で４番目の都

市としてランク付けされた。（１１月３日付Wort紙電子版） 

● ルクセンブルクの労働者のうち７２％が自分の仕事の質が平均あるいはそれ以上と感

じており，昨年の６８％よりも上回る結果となった。（１１月１３日付Wort紙電子版） 

 

２ 政府等関連 

● ルクセンブルク政府がエストニアから再生可能エネルギーを購入し，１メガワット時

あたり１５ユーロ支払うことが決定した。２０１８年に３００ギガワット時，２０１９年

と２０２０年にそれぞれ４００ギガワット時輸入するとされており，計１０５０万ユーロ

の支払いになると見込まれている。（１１月９日付Wort紙電子版） 

● ルクセンブルク商工会議所にて開催された，鉄鋼建築関連のカンファレンスで，鉄鋼

はより経済的で環境に優しい建築物を建てる際に役に立つとし，第三次産業革命（Third 

Industrial Revolution）プロジェクト（当館注：２０１５年に当国経済省及び商工会議所が

共同で立ち上げたプロジェクト。既存の経済モデルを，ＩＣＴ，エネルギー及び交通関連



をインテリネットワークの一部として含むことで，将来の世代のためにより持続可能なも

のへと変えていくプロジェクト。）の実現につながると議論された。（１１月９日付

Chronicle.lu） 

● 宇宙資源開発関連の産業が，ルクセンブルクのＧＤＰの約２％を占めており，ルクセ

ンブルクは今やヨーロッパにおける宇宙資源開発の中心地となったと，シュナイダー経済

相は１１日に米国テキサスで行われたカンファレンスで述べた。（１１月１３日付 Wort 紙

電子版） 

● ルクセンブルク政府と Spire Global 社（当館注：アメリカに本拠を置く，衛星を用い

たデータを管理する会社）が，同社の欧州拠点をルクセンブルクに置き，エンジニア，デ

ータ分析，インフラ整備とビジネス戦略面における発展を共に目指すことで合意した。（２

０１７年１１月１５日付政府広報） 

● ルクセンブルク証券取引所のグリーンファイナンス等専門プラットフォーム（ＬＧ

Ｘ：Luxembourg Green Exchange）の創設から１年経ち，年間取引額が世界で取引されて

いるグリーンボンド（当館注：世界全体で取引されているグリーンボンドは客年は９３４

億米ドル。ＬＧＸでの取引額はおよそ６３０億ユーロ。）の約半分以上となった。なお，年

間取引額は前年比で６３％増である。（１１月２１日付 Chronicle.lu） 

● ルクセンブルクは，Brexit 後の欧州銀行監督機構（ＥＢＡ）の招致を長い間働きかけ

ていたが，最終的にパリに移転することが決定した。（１１月２０日付Wort紙電子版） 

● シュナイダー経済相は越境労働者に対する「越境税（transnational taxation）」の導入

を予定していることを明らかにした。当越境税は居住国に関係なく，ルクセンブルクで労

働しており，ルクセンブルクの法によって所得税が課されている労働者を対象とするもの

である。当越境税の導入によって，ドイツ，フランス，ベルギーからの越境労働者によっ

てもたらされる渋滞が改善される見込みであり，関係各国の政府との話し合いがもうけら

れる予定である。（１１月２１日付Wort紙電子版） 

● ルクセンブルク経済省は欧州宇宙機関（ＥＳＡ：European Space Agency）との間で，

ルクセンブルクの新卒の学生を宇宙関連の様々な分野で専門的な経験を積ませるためにＥ

ＳＡでのインターンシップに参加させることで，合意をした。この合意に沿って，２０１

７年は３人の若者がＥＳＡの欧州宇宙研究及び技術センター（ESTEC：European Space 

Research and Technology Centre）にインターンとして参加することが決まった。（１１月

２２日付 Chronicle.lu） 

 

３ 企業関連 

● Flybe 社がルクセンブルク－マンチェスター間のフライトを２０１８年３月以降停止

する可能性がある。もし，Flybe社がこの便を完全に停止する場合は，Flybe社のルクセン

ブルクからの完全撤退を意味している。（１１月１３日付Wort紙電子版） 

● Luxair 社が，２０１８年５月９日より６月２０日までの間，アイスランドの首都，レ



イキャビクへの直行便を週一回飛ばすことを明らかにした。飛行時間は３時間半となる。

（１１月１６日付Wort紙電子版） 

● カーゴルクス社が，２０１７年の赤字額が当初の予測よりも８４００万ユーロ低くな

る見込みであるとし，今後２から３年の間は毎年４０から５０名のパイロット増員が必要

となるため，２０１８年には６０名のパイロットを採用する予定であると明らかにした。

（１１月２３日付Wort紙電子版） 

 

４ 大臣等動向 

● ６，７日 グラメーニャ財務相，欧州財務相会合（Ecofin）出席のためブリュッセル訪

問。（１１月３日付政府広報） 

● 元ＮＡＳＡエイムズ研究センター（Nasa Ames Research Center）パートナーシップ

部門長の Gary Martin氏がルクセンブルク経済省の宇宙関連部門のアドバイザーに就任し

た（１１月１４日付政府広報） 

● ２０，２１日 ギョーム皇太子殿下，グラメーニャ財務相率いる財務ミッションにて

伊国ミラノ、トリノ訪問。（１１月２１日付 Chronicl.lu紙） 

● ２５日ー３０日 アンリ大公殿下（及びアレクサンドラ王女）が国賓訪日し，シュナ

イダー副首相兼経済相並びにグラメーニャ財務相が率いる経済ミッションが同時期に日本

を訪問（１１月２５日ー１２月１日付主要各紙） 

 

 ※当国政府機関の公開資料や各種報道等の公開情報を取りまとめたもの。 


